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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第56号

題字揮亳
　鈴木　義信 氏（４期・東京支部） 書道家

「獨立自尊」と「真善美」を求めて 秋田南高等学校

校　長 熊　谷　　 曉

　本年度第1回OB講演会は、漫画
家の倉田よしみさん（9期）をお招
きして7月8日に開催しました。倉
田さんは「夢を持つことの意味」に
ついて自分の体験も踏まえてお話
くださいました。そして創立50周
年記念キャラクターの制作も引き
受けていただきました。

　第2回OB講演会は、9月30日、旧職員の岸信夫先生に
お願いしました。岸先生は体調がお悪かったのですが、
50分間にわたって熱弁を振るってくださいました。「獨
立自尊」を「孤立」と混同してはならない、というお話は
心に響きました。
　創立50周年記念事業の一環として、校訓「獨立自尊」
を刻んだ石碑を建立したいと計画しております。また、
英語科を擁する本校の特色を一層発揮していくために
も、国際テレビ会議システムの導入を目指しておりま
す。ご理解とご協力をお願いいたします。
　校訓「獨立自尊」は、創立三十周年を機会に有江和郎校
長先生が定められたものです。有江校長先生は創立当時
のメンバーであり、初代信太四郎校長先生の建学の精神
を再確認して本校の歩むべき道を明確にしてくださっ

たのです。創立五十周年記念事業として「獨立自尊」の記
念碑を建立しようと計画しているのは、その思いをしっ
かりと引き継いでいこうという決意表明にほかありま
せん。
　実は、校訓を定める以前の卒業生の方たちにうかがう
と「自分たちが在学していたころは、先生方は何かとい
うと『真善美』と言ったものだった。」とのことです。
　校長室に第十五代東大総長の南原繁先生の揮毫によ
る扁額が掲げられています。創立二十周年記念誌による
と、第三代校長の佐々木真綱先生が「四十三年十月、生徒
諸君の人格形成と向学心の啓培を目途として、元東大総
長南原繁先生に、人類究極の価値とも言うべき『真善美』
の三字を揮毫していただき、これを銅板に鋳造して巨石
に入れ、校庭の一隈に建立した」ものです。
　本校最初のモニュメントである「真善美」の記念碑は
現在もグラウンド前のふれあい広場で偉容を誇ってい
ますが、私は創立五十周年を機会に、今一度「真善美」の
意味するところを生徒・教職員とともに見つめ直した
いと考えています。
　「獨立自尊」と「真善美」を求めて、秋田南高校は無限の
大空に飛翔してまいります。

写真提供　㈱岩田写真
岩田　幸久（21期生）

今年卒業の三年生勢ぞろい

4枚の写真は北東北インターハイより
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記念講演は、元東京大学総長　佐々木 毅　氏
（現学習院大学法学部教授）

1　 記念式典　平成24年10月5日（金）13:00 ～
   　　　　　　秋田県民会館
　　式　　典　表彰ほか
　　記念演奏　吹奏楽部による
　　　　　　　「創立50周年記念曲」演奏
　　記念講演　講師　佐々木 毅 氏

（学習院大学法学部教授）
2　記念祝賀会　平成24年10月5日（金） 
　　　　　　　  式典終了後 秋田ビューホテル
　　	 祝賀会は同窓会「南翔の集い」と合同開催です。
　　	 同窓生の皆様の参加をお待ちしています。
野球は、東北高校と対戦！
3　記念事業
　 （1）招待試合：平成24年6月29日（金）
　　　 午前　剣道招待試合　南高校体育館
　　　　　　 招待校　（未定）
　　　 午後　硬式野球招待試合　こまち球場
　　　　　　 招待校　東北高校（宮城県）

（2）50周年記念誌の発行（A4版・100頁）

（3）50周年記念曲作曲
　　天野正道氏（11期） 
　　に委嘱

（4）50周年シンボル
　　キャラクターの作製
 　 倉田芳美氏（9期）　
　　に依頼

　　　 ※キャラクターの
　　　　 愛称は、ただいま
　　　　 全校生徒から募  
　　　　 集中！

 （5）50周年キャッチ
　　 フレーズ
　　　「飛翔秋南～半世紀の紡ぎし想いを乗せて～」
 （6）特別記念事業　

校訓碑「獨立自尊」の建立
国際コミュニケーションテレビ会議システム　
の導入
吹奏楽部OB会主催

「50周年記念特別演奏会（10月6日・土）」

このほかにも学校行事として様々な事業が検討されて
います。

　1月8日、県民会館において秋田南高校吹奏楽部新春
恒例の “New Year Concert” が行われた。今年はテレ
ビ番組でも取りあげられている日本トップのスクール
バンド、干葉県・市立柏高等学校吹奏楽部（部員181名）
とのジョイントコンサートとして開催。開場2時間前か
ら行列ができるほど県民会館は超満員。
　柏高校吹奏楽部後援会・伊東副会長さんによると同
校は昭和53年の開校年に吹奏楽コンクール千葉県大会
で銀賞受賞、7年後には全国大会で金賞に輝いたという。
地元柏祭りでも同校吹奏楽部は超人気、この演奏を聴く
ためにわざわざ秋田に来たファンもいるとのこと。
　コンサート第1部は秋田南高校吹奏楽部のステージ。

「ニューイヤー・マーチ」に始まり「スラヴ行進曲」の異
国情緒あふれる演奏、秋田南高校ＯＢ天野正道作曲「明
日への夢」等7曲演奏を披露した。第1部のラスト曲は

「エルザの大聖堂への行列」。柏高校吹奏楽部員が1階客
席通路にずらりと整列し、曲終盤からステージとの合奏
はまことに圧巻でした。
　第2部は柏高校吹奏楽部のステージ。演奏はもとより
踊りや合唱等今までの吹奏楽のイメージを超えたプロ
グラムだった。朗読とフルートによる音楽物語。衣装も
踊りも歌も本格的だった「パイレーツオブ・力リビア
ン」、「かっぽれ佞武多（青森ねぶた）」はホラ貝、幟、大太

鼓、三味線、
ラッセラー
のかけ声で
会場全体が
舞台となっ
た。圧 巻 は
両 校222名
の部員によ
る 歌 劇「 ア
イーダ」か
ら『 凱 旋 行
進曲』、その
演奏と合唱は迫力満点でまさに会場は感激の渦に包ま
れた。フィナーレは「大いなる秋田」「今日の日はさよう
なら」の演奏と大合唱でした。終了後も会場内の拍手が
鳴り止まず聴衆もしばらく立ち去りがたい様子。コン
サートを聴いた佐藤隆（5期）さんは「感動して言葉が出
ません。両校とも演奏の素晴らしさは素人の私にも伝
わってきました。歌、劇、踊りも素晴らしく高校生達に心
を奪われたみたいです。素敵な3時間のショーでした。」
と感想を語ってくれました。
　秋田南高校吹奏楽部と同OB会では、学校創立50周
年、創部50周年を記念する「第44回定期演奏会（6月9
日・土）」と「特別記念演奏会（10月6日・土）」を開催し
ます。皆様も是非足を運んでみてください。

(2期Ａ組　保坂タツ子）

創立50周年記念の事業内容を紹介します!

感動!! Special New Year Concert 2012

前列が市立柏高吹奏楽部の方々
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　礎は南高校剣道部

後 藤　俊 明　氏（12期Ｄ組）

　剣道八段の昇段審査挑戦7回目
にして、昨秋合格することができま
した。これもひとえに、これまで私
をご指導、応援してくださった皆様
のおかげと感謝申し上げます。

  高校生としての3年間、大学卒業
後講師として勤務させていただいた6年間、今の私の礎
は秋田南高校でつくられたものだと、これまでをふり
返りその思いを強くしています。今回の昇段審査は昨年
11月に日本武道館でおこなわれました。受審者1,800
人の中から合格14人の中の1人になることができまし
た。審査は一次審査、二次審査とおこなわれ、一次審査で
10%前後に絞り込まれます。さらに二次審査でふるい
にかけられ、合格率は0.8%でした。実は一次審査に合
格したのも今回が初めてで、二次審査までの時間をどう

やって過ごせばいいものかと大変
不安でした。しかし、剣道部の伊藤
忠善先輩がずっとそばについてい
てくださり、ご自身の経験からい
ろいろとアドバイスをしてくださ
いました。徐々に不安感もなくな
り、最後は無心で二次審査に臨む
ことができました。伊藤先輩には
心から感謝申し上げます。
  大学卒業後、講師としてではあり
ますが、母校に奉職させていただ
いたことは全く幸運でした。岩谷
文雄校長先生、伊藤碩士監督、菊池
武部長のもと全県総体8連覇を共に経験することがで
き、この間に部活動指導とはどうあるべきかを徹底的に
たたき込まれたといっても過言ではありません。今日ま
で高校教師として部活動指導を続けている、すべての原
動力になっています。
　これからも、母校のありがたさを感じながら剣道を続
ける毎日です。

　南高校で鍛えられて

湯 澤　　 寛　（18期Ｄ組）

　平成23年5月2日、京都で行われ
た八段審査会に三度目の挑戦をし
た。朝早くから会場に入り、調整を
万全にして準備した。長年にわた
り高校生部員と朝稽古をしている
おかげで、朝から身体を思うよう

に動かすことは難なくできるようになっていた。気力を
高めて一心不乱に「立ち合い」に集中し、朝から夕方まで
の「一次・二次審査」を終えた。難関といわれる審査なの
で厳しい結果を覚悟しながらも僅かな期待を持って発
表を待った。その心境で合格を見たときには驚きと喜び
で身震いするのを感じた。いまでもその時の感覚は記憶
から離れることはない。
  現在まで、私は南高の教員として毎日の剣道部の部活
動指導が剣道の取り組みの中心となっている。部員と毎

日稽古を繰り返し、選手を強くす
るつもりがいつの間にか、選手か
ら学ばせてもらい、自分が向上し
ているのである。部員の懸命に取
り組む真摯な姿を真剣に受け止め
ることが私の剣道の修行であり、
このことが「師弟同行」であると感
じるようになってきている。これ
までの道のりを振り返ってみると
多くの方々の心遣いに支えられて
仕事や剣道をやらせていただい
た。これからが厳しい修行の始ま
りであることを自覚している。今
後は日々の修練を怠ることなく、鋭意邁進して行きたい
と思っている。
  日頃より同窓会の皆様には本校はじめ剣道部の活動に
多大なご支援をいただき御礼を申し上げます。五十周年
の節目を迎えるにあたり、「南翔」とともに新しい歴史を
創り上げていきます。尚一層のご鞭撻を賜りますようお
願い致します。

この度、秋田県剣道界で、一年間に二人の剣道八段の合格者が出るという素晴らし栄誉な事がございました。二人とも秋田
南高校剣道部OBで、現在秋田南高校教諭の湯澤寛氏（18期D組）が春の昇段審査で、秋田西高校教諭の後藤俊明氏（12期Ｄ
組）が秋の昇段審査で合格いたしました。剣道八段は剣道の最高位で、1000人に8人しか合格しないという、0.8%の合格
率の難関を突破されました。大変おめでとうございました。

剣道八段合格剣道八段合格 湯澤　　寛　氏
後藤　俊明　氏
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東京南翔会はとバスツアー
「築地市場見学と日本橋老舗めぐり」　平成23年2月19日

　丸の内南口はとバスのり場にやってくると、はとバス
待ちの人が大勢いることにまずびっくり！人の波をか
き分け、我が東京南翔会の面々にやっと出会えた。秋田・
群馬からの参加者もあり、総勢21人。
　いざ出発！バスに乗車すること10分あまり、築地市
場到着。それぞれのグループに分かれガイドさんと共に
築地場外に入る。ターレーが行き交い、お店もびっしり
立ち並び雰囲気満載！行く先々で海苔・卵焼きなどを
試食しながら、築地市場の守り神波除神社に到着。お参
りの後、場内へ。狭い通路を一列になりガイドさんの後
に続く。朝早い競りは終わっており閑散としていたのは
残念！場内の美味しそうな店前に長い順番待ちしてい
る列を横目に見て通過。次回は並ぶ覚悟でぜひ来店した
いものだ。築地市場の場所は埋立地。海軍の発祥の地と
して小さな水神社が場内の傍らに祀られていた。その中
に海軍旗の掲揚を日本で初めてした旗山が現存してい
た。ミニ知識を得、得した気分。ここからは自由散策。ま
ず卵焼きゲット、そしてバスに戻ったときは皆おみやげ
どっさり！
　さてお待ち兼ねの昼食は「すしざんまい」、ビールで乾
杯！お鮨を13貫も食べ、小鉢・茶碗蒸しも付き、お腹一
杯！満足満足！

　次は日本橋へ移動、粋ないでたちの日本橋めぐりの会
の案内人の裏情報（？）に耳を傾け、山本海苔店では店舗
の歴史を聞き海苔の試食も、鰹節の八木長ではお出汁の
試飲・千疋屋では（せとか）の試食、？千万円のスワロ
フスキーのシャンデリアを見学、さらに各店舗からお土
産まで頂きました。女性には嬉しいサービス！日本橋に
は他にもこのような老舗は200軒余りあるそうです。
　日本橋をあとに最終地の浅草へ。相変わらず浅草は賑
わっていて、まず浅草寺にお参りし仲見世をそぞろ歩き
しました。隣の浅草神社では美男美女の花嫁・花婿が人
力車で移動するところに遭遇。私にとっては毎年初詣に
来ている浅草寺ですが、みんなで歩くと修学旅行気分で
楽しかったです。勿論浅草では人形焼を買い、満願堂で
芋きんを買い、東京駅に向かいました。道中、バスガイド
さんの東京うんちくを聞き、感心し、東京歴史再発見の
ツアーとなりました。次のツアーはどちらでしょう？楽
しみにしてますよー！
　東京南翔会秋田南高校OBの、年に一度の楽しい集い
でした。　　　　　　　　　（4期Ｉ組　横井川くみ子）

　宮城支部（蕗の会）は平成6年に設立し、宮城県内を中
心に約80名の同窓生が参加しています。毎年6月には総
会・懇親会を開催し、20名程が出席しています。
　昨年は、東日本大震災のため、残念ながら総会・懇親
会を中止いたしました。総会中止をお知らせした返信の
はがきで、支部会員45名の方から返事をいただきまし
た。その中には、「自宅や職場が被災し転居した」「職場に
何日も泊まり込んだ」「交通機関が停止し、徒歩や代替バ
スで長時間かけて通勤した」など、震災の体験が綴られ
ていました。幸いなことに、お便りをいただいた中では
震災によるケガや病気などの被害を受けられた方はい
らっしゃいませんでした。
　宮城支部では、会員の無事をお知らせするため、お便

りを冊子にまとめ配布
いたしました。
　体験したことは異な
るかもしれませんが、ひ
とりではないこと、同窓
生という仲間がそばに
いること、これからも共
にがんばりましょうと。
　間もなく震災から1年
が経過します。昨年は活
動を十分に行うことは
できませんでしたが、今年は総会・懇親会を再開し、支
部会員の交流を継続して行きたいと思っております。

（17期Ｂ組　笹　 達朗）

東京支部東京支部

宮城支部（蕗の会）宮城支部（蕗の会）

バスの前で記念写真
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全県新人戦
  ●  陸上

　男子　混成競技　　	2位　鈴木　景
　　　　400m　　　	 2位　藤峯立志
　女子　400m　　　	 1位　加藤かあら
　　　　800m　　　	 1位　加藤かあら
　　　　1600mリレー　	3位

  ●  サッカー　2位
  ●  男子バスケットボール　4位
  ●  水泳

　男子　100m平泳ぎ　1位　田口稔基
　　　　200m平泳ぎ　1位　田口稔基
　　　　400m自由形　2位　佐藤公哉
　　　　200mバタフライ　3位　佐藤公哉
　　　　200m平泳ぎ　3位　蓮沼太郎
　　　　400mメドレーリレー　3位
　　　　400mリレー　3位
　　　　800mリレー　3位
　　　　男子総合　　	 2位
　女子　50m自由形	 2位　後藤早葵
　　　　100m自由形　2位　後藤早葵

  ●  剣道
　男子　団体　1位
　　　　個人　1位　藤田裕太郎
　　　　　　　2位　古井岳盛
　　　　　　　3位　加藤旦陽
　女子　団体　1位
　　　　個人　3位　斉藤優佳
　　　　　　　3位　佐々木颯子

  ●  ラグビー
　7人制の部　	1位
全国高等学校サッカー選手権大会秋田県大会
　3位
全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会秋田県
予選大会　3位
東北新人水泳大会
　男子　100m平泳ぎ　6位　田口稔基
東北高等学校アーチェリー選抜大会
　男子　個人　5位　阿部良祐
　女子　団体　1位

  ●  吹奏楽
全日本吹奏楽コンクール全国大会　3年連続出場

全日本吹奏楽コンクール東北大会　3年連続出場
　全日本吹奏楽連盟理事長賞

  ●  文芸
第29回秋田県高等学校文芸作品コンクール
　文芸部誌部門　第3席　岬49号
　俳句部門　　　第3席　相模　陸
　短歌部門　　　第3席　土田早津紀
　短歌部門　　　佳作	 小池静里乃
　詩部門　　　　佳作	 加藤夏実
　詩部門　　　　佳作　	 土田早津紀

  ●  写真
秋田県高校文化祭総合美術展
　写真部門　　　推奨　	 尾形俊太朗
　　　　　　　　推奨　	 加藤　えみ

  ●  書道
第29回全県高等学校席書大会
　1等　加藤潔美
　1等　佐藤麻理恵
　1等　大友美鈴
　1等　柴橋知里
　1等　田口実李
　2等　佐々木琴瑞
　2等　濱野拓哉
秋田県高校文化祭総合美術展
　書道部門　推奨　佐藤真理恵
　　　　　　推奨　大友美鈴
　　　　　　入選　加藤潔美
　　　　　　入選　柴橋知里
　　　　　　入選　田口実李
　　　　　　入選　濱野拓哉

  ●  美術
秋田県高校文化祭総合美術展
　デザイン部門　推奨　佐藤香穂里

  ●  生物
第55回日本学生科学賞秋田県審査委員会
　審査委員長賞
第1回高校生バイオサミットin鶴岡
　審査員特別賞　松本　唯
第63回秋田県英語暗唱弁論コンテスト
　弁論の部　1位　石塚ちとせ
第59回東北六県高等学校英語弁論大会
　弁論の部　3位　石塚ちとせ
秋田県高等学校総合文化祭
　テーマ部門　佳作　土田早津紀
第57回青少年読書感想文秋田県コンクール
　県教育長賞　佐々木龍也
　入選　　　　水澤佑美
　入選　　　　土田美早紀
　入選　　　　田口雪枝

運 動 部 活 動

文 化 部 活 動



第56号秋田県立秋田南高等学校同窓会会報平成24年2月29日（6）

　同窓会会員名簿（第9号）を安価でお分けしています。
発売当初は1冊5,000円でしたが、製作から5年経ち、現
在は1冊1,450円（うち郵送費450円）にてお分けしてい
ます。
　購入希望の会員がおられましたら、会費納入時に金額
を3,450円に訂正の上、通信欄に「名簿希望」とご記入頂
き、必ず郵便局からお振込願います。まだ同窓会会員名
簿をお持ちでない会員の方は、ぜひこの機会に入手され
る事をお願いいたします。
　また、会費の納入に際して、できれば同窓会の手数料
負担が少ない郵便局ATMにてお振込いただきたく、ご
協力をお願いいたします。

　今年の冬は、平成18年の大雪に迫る豪雪とな
り、毎日の雪かきでうんざりしております。昨年
12月の半ばから雪が降り積もっていましたの
で、例年より冬が長く感じます。雪のため道路
がいつも混んでおり、編集会議にも遅刻してし
まいました。記事の中で、後藤先生と湯澤先生が

剣道の八段に合格されたとのこと、おめでとうございま
す。自分も中学まで剣道をしておりました。冬の時期は
乾燥し道場の床が滑りやすくなるため、濡れた雑巾で足
の裏を濡らし稽古をしていた事が、とても冷たく辛かっ
たと記憶しております。
　しかしながら、春の足音も一歩一歩近づいてきており
ます。素晴らしい創立50周年になりますよう、皆様から
のお力添えを宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　（24期Ｉ組　今川　 篤）

南高OBのみなさまへ
　初めまして、1984年卒業の岩井と申します。2006
年に渡米しましたので、早いもので現在アメリカ生活6
年目になります。アメリカに来る前は2002年から2005
年まで韓国のソウルに会社の駐在員として赴任してい
ました。現在はナムコ バンダイ ゲームズ アメリカとい
う会社に勤めています。
　所謂海外畑を社会人になってからずっと歩んでいる
のですが、きっかけは南高在学中にロータリークラブの
留学制度でオーストラリアに留学した事です。それまで
はバレーボール部主将として、勉強もせずにバレーばっ
かりしていたのですが、親に薦められて受けた試験で奇
跡が（笑）。部活の一番大事な時にいなくなったので、未
だにチームメイトからは裏切者と呼ばれています。
　当時は留学の単位が認められず、高二を終わって一年
留学、戻ってきて高3をやりました。なので、一年ダブっ
た感じですよね、部活の後輩と同じクラスになったりし
て、ちょっと変な気分だったのを覚えています。

　私はカリフォルニア
州の南にあるオレン
ジカウンティはアーバ
イン、という街に住ん
でいます。片仮名で書
くとそれっぽく見えま
すが、オレンジカウン
ティ＝オレンジ郡、で
す。南秋田郡と何ら変
わりません。ロスアン
ジェルスから車で40分
位南に位置している新興住宅街で、治安もアメリカの都
市の中では一、二を争う良さで知られています。常に温
暖で、冬にちょっと涼しくなる位なので、季節感が狂い
ます。
　海外に出ると、日本人としてのアイデンティティを痛
感する事が多々あります。卑近な例だと、お店で中華系
や韓国系の人に間違えられた時、車を購入する際にアメ
車や韓国車にはどうしても触手が伸びない時、いきなり
TVドラマに日本人俳優が出た時（最近だと真田広之さ
ん）、などです。もちろんビジネスの現場でも多々ありま
す。ともすれば、日本人の中だけで暮らしていると感じ
られない事を経験できる、というのが海外生活の醍醐味
でしょうか。（私は極めて前向きな人間なので（笑））　フ
レッシュな卒業生の皆さんには若いうちに日本から出
られる事を強くお勧めします。自分の価値観が揺るがさ
せるような経験を是非してみてください、若いうちに！

岩 井　 理　氏（20期Ｃ組）

総務部会（事務局）からのお願い

アメリカアーバインの風景


